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18～29歳

3%

30代

15%

40代

30%

50代

36%

60歳以上

16%

「専門職を対象とした認知症に関する意識調査」調査結果について 

 

１ 調査目的 

 令和６年１月に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」により、都道府県・

市町村に対し計画策定が努力義務とされたことから、今後の県計画の策定や計画をより充実させた

ものにするために専門職が認知症に対しどのようなイメージを持っているか把握するために実施す

る。 

 

２ 調査方法等 

＜Web式：回答数５０１＞ 

 ・実施期間：令和８年３月１９日～６月１５日 

 ・実施場所：Web上（LoGoフォーム） 

 

３ 調査結果の概要 

（１）回答者について 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山

51%

西条・新居浜・

宇摩

15%

宇和島

14%

八幡浜・大洲

10%

今治

9% 県外

1%

性別 年代 

居住地 

男性

35%

女性

63%

回答しない

2%

住まい 
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0.0%

2.4%

12.6%

3.6%

11.4%

10.2%

9.6%

5.4%

5.4%

1.2%

6.2%

5.0%

16.2%

13.6%

3.2%

11.2%

3.8%

0.8%

10.6%

0% 10% 20%

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

看護師、准看護師

管理栄養士、栄養士

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

歯科衛生士

公認心理師

臨床心理士

介護支援専門員

社会福祉士

精神保健福祉士

介護福祉士

訪問介護員、介護職員（介護職員初任者研修または

ホームヘルパー2級以上修了者（介護福祉士を除く））

指圧師、柔道整復師、はり師、きゅう師

その他

①医療機関

37%

②調剤薬局・薬

局10%

③介護保険施設

5%

④在宅系サービ

ス8%

⑤居住系サービ

ス3%

⑥居宅介護支援

事業所8%

⑦地域包括支援

センター5%

⑧障害福祉関係

6%

①～⑧以外の民

間福祉団体等

3%

行政機関4%

その他9%
所属

職種 
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（２）「認知症」と聞いてどのようなことを思い浮かべるか（複数回答） 

 「誰にでもなり得る（95.2％）」、「何度も同じことをしたり、聞いたりする（89.8％）」、「物忘れが

増えて、探し物が多くなる（87.0％）」と回答した人が多い一方、「認知症と聞いても特に思い浮かぶ

ことはない」と回答した人はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）認知症の人と周りの人との関わり方のイメージについて（単一回答） 

 「周りの人の関わり方で、症状の進行を遅らせることもあれば悪化させることもある」と回答した

人が 95.0％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

95.2%

89.8%

87.0%

82.4%

81.6%

81.2%

80.0%

78.6%

72.1%

71.5%

71.1%

69.3%

62.7%

63.7%

56.1%

48.9%

46.7%

42.5%

8.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰にでもなり得る

何度も同じことをしたり、聞いたりする

物忘れが増えて、探し物が多くなる

日にちや時間がわからなくなる

介護負担が大きく、家族が大変になる

徘徊する

被害妄想がある（物を盗られたなど）

身内のことや自分のことがわからなくなる

治療をすれば、症状の進行を遅らせることができる

自分や身内が認知症になったらと思うと不安に感じる

ふさぎこんだり、急に怒ったりする

好きだったことに関心が無くなる

実際にないものが見えたり、聞こえたりする

認知症にはなりたくない

作り話をする

どこかおかしいと自分で思っている

その人なりに自分らしく暮らしている

治らない

この選択肢以外に思い浮かぶイメージがある

認知症と聞いても特に思い浮かぶことはない

95.0%

4.8% 0.2%

周りの人の関わり方で、症状の進行を遅らせ

ることもあれば悪化させることもある

周りの人の関わり方が、症状の進行とどう関

係するかわからない

周りの人の関わり方は、症状の進行とは関係

ない
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（４）認知症の人が日常生活を送るうえでどのようなイメージを持っているか（単一回答） 

「認知症になると、症状が進行していき、なにもできなくなってしまう」というイメージを持っ

ていると回答した人は 1.0％であった。一方で、「認知症になっても工夫しながら、今まで暮らして

きた地域で今まで通り自立的に生活できる(7.0%)」と「認知症になっても、医療・介護などのサポー

トを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける(74.3%)」を合わせると 81.3％となっ

た。「認知症は恥ずかしい病気なので、診断されても隠して地域で生活していく人が多い」はいなか

った。 

年代別にみると、「今まで暮らしてきた地域で生活できる（していける）」イメージと回答した割

合は、60歳以上の 84.8％が高く、最低は 30代の 74.3％であった。 

 

 

 

7.0%

74.3%

13.0%

4.8%

0.0%

1.0%
認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてきた地

域で今まで通り自立的に生活できる

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用し

ながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける

認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護

施設に入ってサポートを利用することが必要になる

認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、

今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる

認知症は恥ずかしい病気なので、診断されても隠して

地域で生活していく人が多い

認知症になると、症状が進行していき、なにもできなく

なってしまう

7.0%

2.7%

7.9%

8.9%

6.3%

74.3%

75.0%

71.6%

75.7%

72.2%

78.5%

13.0%

25.0%

16.2%

11.8%

12.8%

10.1%

4.8%

9.5%

3.3%

5.0%

3.8%

1.0%

1.3%

1.1%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60歳以上

認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてきた地域で今まで通り自立的に生活できる
認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける
認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが必要になる
認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる
認知症は恥ずかしい病気なので、診断されても隠して地域で生活していく人が多い
認知症になると、症状が進行していき、なにもできなくなってしまう
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（５）今までに認知症の人と接したことがあるか（複数回答） 

「認知症の人と接したことはない」と回答した人は 1.8％であり、全体の９割以上が今までに認知

症の人と接した経験があった。 

 

（６）収入を伴う医療・介護・福祉にかかわる仕事の一環として接したことがある認知症の人の状態像は

（複数回答） 

「日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さがときどき見られ、介護を必要と

する」と回答した人が一番多く 79.4％であった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88.0%

47.7%

33.9%

28.7%

26.7%

25.3%

1.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療・介護の現場で働いている（いた）ため、認知症

の人と接したことがある

家族の中に認知症の人がいる（いた）

親戚の中に認知症の人がいる（いた）

医療・介護の現場以外を通じて、認知症の人と接し

たことがある

友人や、近所付き合いの中で、認知症の人と接した

ことがある

街中などで、たまたま認知症の人を見かけたこと

がある

認知症の人と接したことはない

自分自身が認知症の診断を受けている

79.4%

66.9%

64.3%

54.7%

47.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の

困難さがときどき見られ、介護を必要とする

日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の

困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする

日常生活に支障を来すような症状・行動の意思疎通の

困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立

できる

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患

が見られ、専門医療を必要とする

何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社

会的にほぼ自立している

わからない

その他
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（７）今までに自身や家族が認知症になった時にどうしたらいいのか考えたことがあるか（単一回答） 

認知症になった時にどうしたらいいのか「考えたことがある」と回答した人は 92.0％であった。 

 年代別にみると、「考えたことがある」と回答した割合は、60歳以上は 100％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.0%

68.8%

79.7%

91.4%

96.1%

100.0%

8.0%

31.3%

20.3%

8.6%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60歳以上

考えたことがある 考えたことはない

考えたことがある

92%

考えたことはない

8%
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（８）もし、自分や家族が認知症になったら、どのようなことに不安を感じると思うか（（７）で考えたこと

があると答えた方対象）（複数回答） 

 「特に不安に感じることはない」と回答した人は 1.2％であり、回答した人のほとんどが、何かし

らの不安を感じていた。不安に感じることとしては、「家族に身体的・精神的負担をかけてしまうの

ではないか（75.6％）」が最も多く、「買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができ

なくなってしまうのではないか（71.5％）」が続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）自分や家族が認知症になったらと考えたことがない理由は何か（（７）で考えたことがないと答え

た方対象）（単一回答） 

 70.0％の人が「私や私の家族が、認知症になるかどうか、考えたこともないから」と回答した。 

 

0.0%

70.0%

30.0% 私や私の家族は、認知症にならないと

思うから

私や私の家族が、認知症になるかどう

か、考えたこともないから

その他

n=40

n＝ 

75.6%

71.5%

65.9%

47.7%

47.1%

44.3%

44.1%

31.5%

29.7%

23.6%

22.0%

8.6%

1.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか

買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができなく

なってしまうのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりするのではないか

精神的に苦しくなるのではないか

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧誘の被害に遭っ

たりするのではないか

家族や大切な思い出を忘れてしまうのではないか

誇りを持って生活できなくなるのではないか

必要な介護サービスを利用することができず、現在の住まいで生活

できなくなるのではないか

病院や診療所で治療しても、症状は改善しないのではないか

介護施設が利用できないのではないか

どこに相談すればいいかわからないのではないか

特に不安に感じることはない

その他

n=461 
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（１０）認知症になったとしたらどのように暮らしていきたいか（単一回答） 

 「認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活

していきたい」と回答した人が 48.3％で一番多く、「誰にも迷惑をかけないよう、ひとりで暮らして

いきたい」と回答した人は 1.8％であった。 

 年代別にみると、「介護施設で暮らしたい」と回答した割合は、18～29歳（50％）が高かった。 

 

 

 

 

16.8%

48.3%

11.8%

21.4%

1.8%
認知症になっても工夫しながら、今まで暮

らしてきた地域で、今までどおり自立的に

生活していきたい

認知症になっても、医療・介護などのサ

ポートを利用しながら、今まで暮らしてき

た地域で生活していきたい

認知症になると、身の回りのことができな

くなってしまうので、介護施設で必要なサ

ポートを利用しながら暮らしたい

認知症になると、周りの人に迷惑をかけて

しまうので、介護施設で必要なサポートを

利用しながら暮らしたい

認知症になったら、誰にも迷惑をかけない

よう、ひとりで暮らしていきたい

16.8%

6.3%

14.9%

17.1%

19.4%

13.9%

48.3%

43.8%

39.2%

51.3%

47.2%

54.4%

11.8%

12.5%

17.6%

7.9%

13.3%

10.1%

21.4%

37.5%

27.0%

21.1%

18.3%

20.3%

1.8%

1.4%

2.6%

1.7%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60歳以上

認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的に生活していきたい
認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していきたい
認知症になると、身の回りのことができなくなってしまうので、介護施設で必要なサポートを利用しながら暮らしたい
認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、介護施設で必要なサポートを利用しながら暮らしたい
認知症になったら、誰にも迷惑をかけないよう、ひとりで暮らしていきたい
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（11）自身や家族が認知症になったとしたら、病院受診することに関しどう考えるか（複数回答） 

 「自分が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらいたい」と回答した人が 87.8％、「自分が認知

症かなと思ったら、かかりつけ医に診てもらいたい」と回答した人が 23.0％であり、家族も含め、

かかりつけ医よりも専門医に診てもらいたいと考える人の方が多い結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）認知症に関する相談窓口について知っているものはあるか（複数回答） 

「地域包括支援センター」を知っているとの回答が 94.2％であった。一方、認知症に関する相談

窓口について「知っているものはない」との回答は 3.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）自分や家族が認知症になったことを、周りに知ってほしいと思うか（複数回答） 

 自分や家族が認知症になった場合、「親戚等の身内には知ってほしいと思う」と回答した人は

82.2％であった。その一方で、「知ってほしいと思わない」と回答した人は 4.8％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

87.8%

79.2%

23.6%

23.0%

1.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらい

たい

家族が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらい

たい

家族が認知症かなと思ったら、かかりつけ医に診て

もらいたい

自分が認知症かなと思ったら、かかりつけ医に診て

もらいたい

自分や家族が認知症かなと思っても、病院受診すべ

きか全くわからない

自分や家族が認知症かなと思っても、病院受診はし

たくない

94.2%

45.5%

34.9%

34.1%

30.3%

26.3%

17.6%

3.2%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域包括支援センター

市町の担当部署

認知症疾患医療センター

認知症サポート医

認知症の人と家族の会

若年性認知症支援コーディネーター

認知症地域支援推進員

知っているものはない

その他

82.2%

63.3%

47.9%

47.5%

4.8%

4.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親戚等の身内には知ってほしいと思う

仕事や生活上の関係者には知ってほしいと思う

友人には知ってほしいと思う

近所の人には知ってほしいと思う

知ってほしいと思わない

わからない

上記以外に知ってほしい人がいる
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（14）「新しい認知症観」について知っているか（単一回答） 

新しい認知症観の認知度は、「内容を理解している(15.2%)」に「聞いたことはあるが、内容はあま

り知らない(29.5%)」と「聞いたことはあるが、内容は全く知らない(14.6%)」を合わせても 44.7％

にとどまった。 

 年代別にみると、18～29歳の認知度は 62.5％と、全体平均より高いが、「内容を理解している」と

回答した人はいなかった。 

 

 

（15）「新しい認知症観」を理解した後、どのような変化があったか（（14）で内容を理解していると答え

た方対象）（複数回答） 

 「認知症の症状や課題を正しく理解し、誤解や偏見をなくそうとする態度が身についた」と回答

した人は 69.7％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

15.2%

29.5%

14.6%

40.7%

内容を理解している

聞いたことはあるが、内容はあまり知らない

聞いたことはあるが、内容は全く知らない

聞いたことがない

15.2%

10.8%

13.8%

18.3%

17.7%

29.5%

25.0%

21.6%

28.3%

32.8%

32.9%

14.6%

37.5%

17.6%

11.2%

12.2%

19.0%

40.7%

37.5%

50.0%

46.7%

36.7%

30.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60歳以上

内容を理解している 聞いたことはあるが、内容はあまり知らない

聞いたことはあるが、内容は全く知らない 聞いたことがない

「新しい認知症観」とは、認知症になったら何もできなくな
るのではなく、認知症になってからも、一人ひとりが個人
としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で
仲間達とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし
続けることができるというという考え方。 

69.7%

59.2%

43.4%

39.5%

34.2%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症の症状や課題を正しく理解し、誤解や偏見をなくそうとする態度が

身についた。

認知症に関する最新の情報やケア方法を学び、適切な対応ができるよう

に努めるようになった。

認知症の人や家族等が困っていたら、迷わず手を貸せるようになった。

認知症の人や家族等を支える地域活動やボランティアに積極的に参加す

る意識が高まった。

認知症の人や家族等と積極的に関わろうと思うようになった。

特に変化はない
n=76 
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（16）認知症の人が、近所にいた場合、どのような行動ができると思うか（複数回答） 

 「見守り」が 83.4％、「やさしい声掛け」が 74.3％という結果になった。「特にできそうなことは

ない」と回答した人は 1.6%であった。 

 年代別にみると、18～29歳の 100％が「見守り」ができると回答した。 

 

83.4%

100.0%

81.1%

82.9%

83.3%

83.5%

74.3%

62.5%

74.3%

75.0%

73.3%

77.2%

46.1%

37.5%

51.4%

45.4%

46.7%

43.0%

11.6%

6.3%

8.1%

11.8%

10.6%

17.7%

13.4%

6.3%

9.5%

15.1%

13.3%

15.2%

20.4%

12.5%

14.9%

16.4%

22.8%

29.1%

11.4%

12.5%

8.1%

11.2%

12.8%

11.4%

4.2%

6.3%

5.4%

4.6%

3.3%

3.8%

18.2%

12.5%

17.6%

19.7%

15.6%

22.8%

1.6%

0.0%

1.4%

2.0%

1.7%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60歳以上

見守り

やさしい声掛け

話し相手

買い物などの外出への

支援

買い物などの代行

ゴミ出しなど家事の手

伝い

今すぐはできそうなこ

とはないが、勉強して

力になりたい

何をどうしたらいいの

か、今はわからない

家族が言ってくるまで、

そっとしておく

特にできそうなことは

ない
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（17）若年性認知症について知っていることはどんなことか（複数回答） 

 「若年性認知症になると本人の仕事や生活に大きな影響がある」と認識している人は 87.4％であ

った。 

 年代別にみると、18～29歳の 18.8％が「若年性認知症のことを知らない」と回答し、他の年代よ

り高かった。 

 

（18）MCI（軽度認知障害）について知っていることはどんなことか（複数回答） 

 「ＭＣＩのことは知らない」と回答した人は 11.8％であった。 

 年代別にみると、18～29歳の 37.5％が「ＭＣＩのことは知らない」と回答し、他の年代より高か

った。 

 

87.4%

79.0%

65.7%

1.4%

81.3%

68.8%

31.3%

18.8%

83.8%

74.3%

56.8%

1.4%

91.4%

78.9%

59.9%

1.3%

86.1%

81.1%

72.8%

0.6%

87.3%

81.0%

75.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

若年性認知症になると本人の仕事や生活に大きな影響

がある

若年性認知症になると家族に大きな影響がある

若年性認知症になってもできる仕事や社会活動がある

若年性認知症のことを知らない

全体 18～29歳 30代 40代 50代 60歳以上

81.2%

77.8%

40.7%

31.7%

11.8%

62.5%

50.0%

31.3%

18.8%

37.5%

77.0%

75.7%

43.2%

25.7%

12.2%

84.2%

79.6%

40.8%

29.6%

11.2%

82.2%

75.0%

38.9%

32.8%

11.1%

81.0%

88.6%

44.3%

41.8%

8.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

MCIは認知症の前段階であることを知っている

MCIは早期発見・早期対応によって改善したり、

認知症への移行を遅らせることがことができる場

合があることを知っている

認知症やMCIのリスク要因を知っている

自分や家族等にMCIの疑いがある場合にどうす

ればよいか知っている

MCIのことは知らない

全体 18～29歳 30代 40代 50代 60歳以上
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（1９）認知症に関する情報を何から得ているか（複数回答） 

「特に情報は得ていない」と回答した人が 5.4％であり、全体の９割以上は何らかの方法で認知症

に関する情報を得ているという結果になった。また、情報の入手手段としては「講演会やイベント

（52.1％）」が一番多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.1%

52.1%

33.3%

32.7%

31.5%

26.7%

26.7%

25.5%

19.8%

7.6%

5.4%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演会やイベント

医療機関

テレビやラジオなどのマスコミ

ケアマネジャーなど介護関係者

パンフレットなどの啓発物

新聞や雑誌

周囲からの話

SNSやインターネット（県ホームページ以外）

市町作成の認知症や介護に関する情報誌(認知症ケア

パス等）

愛媛県のホームページ

特に情報は得ていない

その他
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（20）認知症の普及啓発活動で参加したり知っていたりするものはあるか（複数回答） 

 認知症の普及啓発活動を「知らない」と回答した人は 16.4％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（21）１９で「認知症サポーター」を知っていると答えた方にお聞きします。「認知症サポーター」を知っ

ていますか（単一回答） 

 認知症サポーターを「知っているが自分自身は認知症サポーターではない」と回答した人は

44.6％、「自分自身が認知症サポーターであり、意識して生活している」と回答した人は 27.2％で

あった。 

 

27.2%

28.1%

44.6%
自分自身が認知症サポーターである、意識

して生活している

自分自身が認知症サポーターであるが、特

に何もしていない

知っているが、自分自身は認知症サポー

ターではない

n=345

68.9%

47.1%

31.3%

26.5%

25.3%

25.0%

23.6%

20.2%

18.8%

16.4%

14.8%

11.8%

10.6%

9.6%

7.6%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症サポーター

認知症カフェ（認知症の人と家族が気軽に集い、交流できる居

場所）

チームオレンジ（認知症の人と家族、地域が一体となって支え

る取り組み）

オレンジネットワーク・SOSネットワーク（認知症の人が行方

不明になった時に地域で早期発見・支援を行う連携体制）

愛媛県認知症普及啓発フォーラム

若年性認知症に関するセミナー

認知症の人と家族の会のつどい

認知症月間(９月）・認知症の日(９月21日）

ピアサポート（同じ経験を持つ仲間同士が支え合う支援）

知らない

国の認知症本人大使「希望大使」・えひめ認知症希望大使

街頭啓発活動

虹色の会・にじいろの会（認知症・若年性認知症の方の交流

会）

認知症本人ミーティング（認知症の人が自分の思いを話し合

い、支え合う場）

県庁ロビー展、本館ドームのライトアップ

その他
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（2２）認知症に関する知識や対応方法を学ぶ機会はありますか。（単一回答） 

認知症に関する知識や対応方法を学ぶ機会が「ある」と回答した人は 82.0％であった。 

 

 

 

 

 

82.0%

18.0%

ある

ない


